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第1部　気象業務の現状と今後
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WMOの会議の様子

　WMOの組織

 

WMO/IOC  

議論の動向を注視しつつ、配布された会議文書の確認を
行っている気象庁の職員（スイス・ジュネーブ）。

気象庁は、アジア地区における気象機関の要としての役割を果たしてきており、歴代気象庁長官は執行理事としてWMO
の運営に参画している。また、気象庁の多くの専門家が専門委員会や地区協会の活動に貢献している。
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○北東アジア地域海洋観測システム地域リアルタイムデータベース
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○津波の警報に関する国際協力
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日本周辺海域の海流

津波発生時に津波情報を各国に提供する
日本の担当海域（インド洋は暫定運用）

日本周辺海域の海面水温

収集したデータを基に算出した海流の分布。
赤い色ほど流速が速いことを示す。

収集したデータから解析した海面水温の分布。
暖色系ほど水温が高いことを示す。

チリで発生した津波の
シミュレーションイメージ

北西太平洋域に加え、関係国の要望に応じて、インド洋域に
対しても暫定的な情報提供を行っている。

ハワイにある米国海洋大気庁の太平洋津波警報センターと
協力し、津波の到達前に津波情報を提供している。
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ICAO/WMOアジア太平洋
地域気象 /航空交通管理セミナー

（平成 23年 1月福岡）

国際セミナーで気象庁が発表する航空気象情報
を解説する職員（演台）。

研修生に対し気象測器の説明をする職員
（右から二人目）。

研修生に個別指導をする職員（手前）。
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気象庁が国際協力機構（JICA）
とともに実施する集団研修

季節予報に関する研修セミナー
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